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デジタルヴラウンドスピーカー 

PS-W1 



このたびは、東北パイオニアの製品をお買い巧めいたださ、まことにありびとうございま 
す。ご使用の前にこの「取扱説明書」を最後までよくお読みのうえ、『安全上のごを意』 
に従い正しくお使いください。お読みになったあとは保証書、「サービス窓□のご案内」 
と一緒に必ず保管してください。また、この製品は一般家庭用として作られたものです。 
営業目的で使用し故障した場合は、保証期間内でも有償修理を承ります。 


取扱説明書 






















ち < じ 


安を上のごミ主意 . 

がが張 . 

製品の構巧を確認する . 

各部の名称 I とはた6を . 

U モコン . 

本体正0 . 

本体背面 . 

設胃 . 

設胃例 . 

XL ——力——の言受置につし、て . 

ヴブウーファーとヴテライトスピーカーの組み合わせ 
ヴテライトスピーカーの設置について . 

接続 . 

デジタル機器と接続する . 

アナ□グ機器と接続する . 

ヴテライトスピーカーと接続する . 

AC アダプターと接続する . 

へッドホンと接続する . 

操作 . 

音量にっいて . 

DOLBY VIRTUAL SPEAKER ( DVS ) モ ー K . 

DOLBY HEADPHONE ( DH ) モード . 

ナイトモード . 

ドル ビープ □□ジック n . 

DEC 日 DE インジケーター . 

デュアルモノ . 

リモコンの電池を交換する . 

K 障かな？と思った6 . 

ほ用上のごミ主意 . 

保証とア フターサー ビス . 

仕様 . 


3 7 8 9 9 W 


2233344 5 6678 0^22222 
1 -— >— >— >— 1 _— _— >— >— _— 12222222 


2 2 2 2 2 


2 










































ま全上のご注意 


♦ 安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの「安全上のごを意」をよくお読みのラえ、正しくお使い 
<ださい。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま全に正しくお使いいた 
ださ、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止するため 
に、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意味は次のようになつ 
ていまず。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人 
が死こまたは重傷を負ラ可能性び想定される内容を 
示しています。 


一* この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人 
/|\ミ t 胃び}員 S を負ラ巧旨 g| 性び想定される内容および牧I的}員 
害の みの 発生び想定される内容を示しています。 


絵記号の例 


A ^記号は注意(警告を含む)しなければならない内容であることを示し 
ています。図の中に具体的なを意内容(左図の場合は感電を意)び描か 
れています。 



G) 記号は禁止(やってはいけないこと)を示しています。図の中や近く 
に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)び描かれています。 


参記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。図の中に 
具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く)び 
描かれています。 


A 警告 


頃常時の処圍 

万一、煙び出ている、変な臭いや音びするなどの異常状態のまま使用 
すると火災-感電の原因となります。すぐに機器本体の電源スイッチ 
を切り、必ず AC アダプターをコンセントから抜いてください。煙び出 
なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。お客様による 
修理は危険ですから絶対おやめください。 



万一、内部に水や異物などび入った場合は、まず機器本体の電源スイ 
ツチを切り、 AC アダプターをコンセントからおいて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると乂災•感電の原因となります。 

















万一、本機を落としたり、破損びある場合は、機器本体の電源スイッチ 
を切り、 AC アダプターをコンセントから抜いて販売店にご連絡くださ 
い。そのまま使用すると乂災•感電の原因となります。 


【設置] 

プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物び付着している場合は、 
プラグを抜いてから乾いた布で取り除いてください。そのまま使用す 
ると乂災-感電の原因となります。 


電源コードの上に重いをのをのせたり、電源コードび本機の下敷さにな 
らないよラにしてください。また、電源コードび引っ張られないよラに 
してください。電源コードび傷ついて、火災-感電の原因となります。【\) 
電源コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気づかず、重いを 
のをのせてしまラことびあります。 



放熱をよくするため他の機器、壁などから間隔をとり、またラックに入 
れる時はすさ間をあけてください。また、次のような使い方で通風孔を 
ふさびないでください。内部に熱びこをり、乂災の原因となることびあ 
ります。 

•あおむけや、逆さまにする。 

• 押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押し込む。 

• じゆうたんやふとんの上に置く。 

• テーブルク□スなどをかける。 


Q 


着脱 式の 電源 コード(インレツトタイプ)が付属している場合のごを 意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用することを目的とした専用部品 
です。他の電気製品ではご使用になれません。他の電気製品で使用した 
場合、発熱により乂災•感電の原因となることびあります。また、電源 
コードは本製品に付属のをの政外は使用しないでください。他の電源コ 
ードを使用した場合、この機器の本来の性能び出ないことや、電流容量 
不足による発熱から乂災-感電の原因となることびあります。 


0 


【使用擇境】 

この機器に水び入ったり、めらさないようにごを意ください。乂災•感 
電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意 
ください。 



風呂場、シャワー室等では使用しないでください。乂災•感電の原因と 
なります。 



表示された電源電圧(交流1日日 V 已日 Hz / 6日 Hz ) iU 外の電圧で使用 
しないでください。乂災•感電の原因となります。 


この機器を使用でさるのは日本国内のみです。船舶などの直流 
( DC ) 電源には接続しないでください。火災の原因となります。 


0 

0 
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【使用方法】 

本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容 
器またはルさな金属物を置かないでください。こぼれたり、中に入った 
場合、乂災•感電の原因となります。 



めれた手でプラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となること 
びあります。 



本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやすいをのなどを差し込ん 
だり、落とし込んだりしないでください。乂災•感電の原因となりま 
す。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 


0 


本機のカバーを外したり、改造したりしないでください。内部には電圧 
の高い部分びあり、火災-感電の原因となります。内部の点検-整備- 
修理は販売店にご依頼ください。 



電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、加熱したりしないでください。電源コードび破損して乂 
災•感電の原因となります。電源コードび傷んだら(お線の露出、断線 
など)販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると乂災-感電 
の原因となります。 


0 


雷び鳴り出したらプラグに触れないでください。感電の原因となりま 
す。 


付属似外の AC アダプターを使わないでください。破損•液漏れや、過 
熱などにより、乂災、けびや周囲の汚損の原因となります。 


0 


ミ主意 


隙圍 

プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込んでください。差し込み 
び不完全ですと発熱したり、ほこりび付着して乂災の原因となることび 
あります。また、プラグの刃に触れると感電することびあります。 



プラグは、根元まで差し込んでをゆるみびあるコンセントに接続しない 
でください。発熱して火災の原因となることびあります。販売店や電気 
工事店にコンセントの交換を依頼してください。 


0 


ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないでくださ 
い。落ちたり、倒れたりしてけびの原因となることびあります。 


0 


已 

















本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるいはほこりの多い場所 
に置かないでください。乂災-感電の原因となることびあります。 

0 

テレビ、オーディオ機器などに本機を接続する場合は、それぞれの機器 
の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続してくださ 
い。また、接続は指定のコードを使用してください。 

0 

误常時の処團 

AC アダプターを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コ 
ードび傷つさ乂災-感電の原因となることびあります。必ずプラグを持 
って抜いてください。 

0 

電源コードを熱器具に近づけないでください。電源コードの被ふくび潮ブ 
て、火災■感電の原因となることびあります。 

0 

移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず AC アダプターをコンセン 
卜からおさ、夕 i 部の接続コードを外してから、行ってください。コード 
び傷つさ乂災-感電の原因となることびあります。 

C 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所など異常に温度び高く 
なる場所に放置しないでください。乂災の原因となることびあります。 

0 

【使用方法】 

通電中の AC アダプターに長時間触れないでください。長時間皮膚び触 
れたままになっていると、低温やけどの原因となることびあります。 

0 

長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。スピーカーび発熱し、乂 
災の原因となることびあります。 

0 

本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特にお子様はご注 
意ください。倒れたり、こわれたりしてけびの原因になることびありま 
す。 

0 

へッドホンをご使用になるとさは、音量を上げすざないようにご注意く 
ださい。耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、聴力に 
悪い影響を与えることびあります。 

A 

旅行などで長時間ご使用にならない時は、安全のため必ず AC アダプタ 
一をコンセントから抜いてください。 

處 

【保守-点巧】 

己年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談ください。内部に 
ほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと乂災や故障の原因となる 
ことびあります。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うとより効果的で 
す。なお、掃除費用については販売店などにご相談ください。 

A 

お手入れの際は安全のために AC アダプターをコンセントから抜いて行 
ってください。 

處 
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主な特長 


♦ ドルビーバーチャルスピーカーを搭載 (2 ch スピーカーでサラウンド再生び可能） 
♦ 各種サラウンドフォーマット（ドルビー※ * 1 プ□□ジック n 、 ドルビーデジタル、 
DTS 《2、 MPEG -2 八八が3)に対応 
♦ 簡単設置 (2.1 ch システム） 

♦ 場所をとらないコンパクト設計 
♦ 最大出カトータル30 W の迫力再生 

♦ 口径12 cm のサブウーファーを搭載(迫力の低音再生び可能） 

♦ ドルビーへッドホン技術を搭載(夜間でち高品位なサラウンド再生び可能） 

♦ 専用 U モコンを付属 


□□IPOLBYJ 

DIGITAL 


PRO LOG 


□□ [DOLBY] 

亀 □ 己 * VIRTUAL SPEAKER 


ドルビーラボラト u —ズからの実施権に基づさ製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 邑 ic 及びダブル D 記号はドルビーラボラト U - ズの商標です。 

ドルビーデジタルとは 

DVD の標準音声です。モノラルやステレオで記録されているソフトや現在最も主流 
となっている己.1 ch サラウンドで記録されているソフトびあります。 

ドルビーデジタル (5.1 ch サラウンド)には、シーンに合った音声びチャンネル(己 
つ)のそれぞれに記録されています。また、サブウーファーから出力される低音ち記 
録されています。 


DIGITAL 

FUn 

SURROUND 


《2 " DTS " および "DTS Digital Surround " は米国 Digital Theater 
Systems . Inc . の登録商標です。米国 Digital Theater Systems , Inc . からの実 
施権に基づさ製造されています。 


DTS とは 

デジタルシアターシステム ( Di 邑 ital Theater System ) の略で、己.1かのデジタル 
-サラウンド録音再生方式です。 DTS デジタル-サラウンドで記録された DVD ソ 
フトも、ドルビーデジタル(日.1 ch サラウンド)で記録されているソフトと同様に 
5.1 ch で音声を楽しめます。 


《3 AAC パテント No. 

i Pat. 已 ,848,3 日 1; 己291 .55 ス5,451,954; 5 400 433; 5,222,1朋; 5,357,朗4; 

5 752 22己; 5,394,473;已，已83,9目2; 5,274,740; 5,目33,981;已297 23氏4,914,701; 
5,235,671; 07/640,550; 5,579,430; 08/678,666; 98/0303ス97/0287己; 97/02874; 
98/0303日; 5,227,78致5,285,498： 5,481,614：已，已92,584;已,781,88致08/039,47致 
08/211占が;己,703,999; 08/557,04目; 08/894,844; 5,299,238; 5,299,239; 5,299,240; 

己19ス08ス5,490,170; 5,264,846; 5,268,685; 5,375,189; 5,581,654; 5,548,574; 

己717,8 2] 

MPEG -2 AAC とは 

MPEG -2 音声の標準方式の一つです。目 S /1 10度 CS デジタル放送や地上デジタル 
放送で採用されています。低ビットレートで高音質なのび特長です。番組によって 
はマ>1レチチャンネ J レ音声び楽しめます。 
















製品の構成を確認する 


本機をお使いになる前に、すべてそろっているか確かめてください。 


本体(ヴブウーファー) 



サテライトスピーカー リモコン 

※リチウム電池 ( CR 202 己) 
はすでに U モコンに入って 
います。 




光デジタルケーブル 

(角型-角型) 



取扱説明書(本書） 

保記書 

サービス窓口のご案内 
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各部の名称とはた 5 き 


リモコン 


♦ リモコンは、本体正面へ向けて操作してください。 

♦ U モコンの効さび悪くなった場合は、新しい電池に交換してください。交換方法につ 
いては 『 U モコンの電池を交換する』 （23 ページ)をご覧ください。 



① P 日 WER ボタン 

電源をオン/オフします。 

② DVS/DH ボタン 
スピーカーで 聴いているとさは、 
DVS ( DOL 巨 Y VIRTUAL SPEAKER ) 
モードを切り換えます (21 ページ)。 
へッドホンで聴いているときは、 
DH ( DOL 巨 Y HEADPHONE ) モード'を 
オン/オフします (22 ページ)。 

③ MUTE ボタン 
消音します。 

④ VOLUME UP ボタン 

音量を大さくします (2 日ページ)。 

⑥ VOLUME DOWN ボタン 

音量をルさくします (2 日ページ)。 


⑥ INPUT (入力切觀ボタン 

入力 ( DIGITAL 1 / DIGITAL 2/ ANAL 0 G ) 
を切り換えます （19 ページ)。 

⑦ MGHT ボタン(リモコンのみ） 

ナイトモードをオン/オフします (22 
ぺージ)。 

⑧ 巨 ILINGUAL ボタン(リモコンのみ） 

デュアルモノ音声を再生中に音声 
( Lchl • Rch 2/ chl / ch 2) を切り換 
えます (22 ページ)。 

⑨ ボタン電池保護シート 

最初に U モコンをお使いになる前に、 
このシートを引さ抜いて<ださい。 






























本体正面 



① DECODE インジケーター 

入力された音声の記録方式を自動で判別 
して点打します (22 ページ)。 

② NIGHT MODE インジケーター 

ナイトモードで再生しているとさ点なし 
ます (22 ページ)。 

③ BILINGUAL インジケーター 

デュアルモノラル音声を再生しているに 
点なします (22 ページ)。 

④ DOLBY VIRTUAL SPEAKER インジケ 

現在選ばれている DVS モードび点なしま 
す (21 ページ)。 

⑥ DOLBY VIRTUAL SPEAKER/DH ボタン 

スピーカーで 聴いているとさは、 
DVS ( DOL 巨 Y VIRTUAL SPEAKER ) モード' 
を切り換えます (2] ページ)。 

へッドホンで聴いているとさは、 

DH ( DOL 巨 Y HEADPHONE ) モードをオン/ 
オフします (22 ページ)。 

©INPUT インジケーター 

現在選ばれている入力び点なします （1 9 
ページ)。 

⑦ INPUT ボタン 

入力を切り換えます （1 9ページ)。 

⑧ VOLUME UP/DOWN インジケーター 


音量を調整しているとさに点滅します 
(20 ぺージ)。 

⑨ VOLUME UP/DOWN ボタン 

音量を調整します (20 ページ)。 

⑩ POWER ボタン 


電源をオン/オフします。 

⑩ DOLBY HEADPHONE インジケーター 

DH モードびオンのとさに点打します (22 
ぺージ)。 

⑩ PHONES 端子 

へッドホンを接続します。この端テにへッ 
ドホンび接続されているとさは、スピーカ 
一から音び出ません (1 7ページ)。 

⑩リモコン受光部 
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本体背面 



① DIGITAL IN OPTICAL 1/2 端子 

デジタル機器 ( DVD プレーヤー/地上- 
目 S • 1 ] 日度 CS デジタルチューナー、 
または CD プレーヤーなど)の光デジタ 
ル音声出力端子に接続します。 

② LINE IN 端子 

AV 機器(テレビ、またはビデオデッキな 
ど)の音声出力端子に接続します。 

③ ATT(ATTENUATOR ) スィッチ 
通常は [-8 dB ] に設定します 。 LINE 
IN L / R 端テに接続した機器の音声びル 
さいとさは[日 dB ] に設定します。 

④ BASS VOLUME つまみ 

サブウーファーの音量を調整します。 

⑥ SPEAKER OUT L/R 

サテライトスピーカーを接続します。 

⑧ DC IN 端子 

付属の AC アダプターを接続します。 
必ず付属の AC アダプターをお使いく 
ださい。プラグの極性などび異なる 
AC アダプターを使ラと、故障の原因 
になり危険です。 







































設置 


設置例 


サラウンド効果を最大限に発揮させるため、下図のようにスピーカーを設置 
することをお勧めします。 


サ子う^ K 

白) 



サテライト 
スピーカー (左) 


本体 

(サブウーファー) 


♦ 左ちのヴテライトスピーカーはテレビから等距離になるよラに設置してください。 

♦ ヴテライトスピーカーはテレビの近くでお使いいただけますび、設置した場所によっ 
てテレビに色ムラなどび生じることびあります。色ムラび生じるときは、テレビの電 
源をオフにしてから1己〜30分後に再度電源をオンにしてください。テレビの自己消 
磁機能より色ムラび改善されます。それでも色ムラび生じるときは、サテライトスピ 
一力一とテレビをさらに離して設置してください。 

♦サブウーファーとテレビは10 cm じ(上離して設置してください。サブウーファーには 
減磁処理び施されていますび、テレビに色ムラなどび生じることびあります。色ムラ 
び生じるときは、テレビの電源をオフにしてから1己〜30分後に再度電源をオンにし 
てください。テレビの自己消磁機能より色ムラび改善されます。それでち色ムラび生 
じるとさは、サブウーファーとテレビをさらに離して設置してください。 

♦磁気の影響を受けやすい機器(フ□ッピーディスク、カセットテープ、ビデオテープな 
ど)は本機から離してお使いください。 

♦ 本機の近くに磁気を発生するちの(磁石など)び置かれているとさは、本機との相互作 
用により、テレビに色ムラなどび生じることびあります。設置するときはごミち意くだ 
さい。 

♦ サブウーファーを設置するとさは、放熱を良くするため他の機器や壁などから十分な 
間隔をとってください庆面2日 cml ； (上、後面10 cml ； (上、ち側、左側各10 cmJ；l 
上)。本機と壁および他の機器との間隔びとれないと、内部に熱びこをり、性能不良ま 
たは故障の原因になります。 
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スピーカーの 設置について 


サブウーファーは、人間の耳び低音域にお 
いてち向感覚び無くなることを利用し、重 
低音をモノラルで再生します。方向感覚び 
無くなるため、設置場所は、かなり自由に 
なりますび、あまり離れた場所に置くと左 
ちのスピーカーとの音のつなびりび不自然 
になる場合びあります。 


左側のサテライトち側のサテライト 
スピーカー スピーカー 



1」スニング位置 


ヴブウーファーとヴテライトスピーカーの組み合せ 


サブウーファーとヴテライトスピーカーを組み合せると、下図のような特性 
び得られ、低音域び増強されます。 



ヴテライトスピーカーの設置について 

底面のネジ穴に市販の兰脚を取り付けることもでさます。 



兰脚ネジ穴 
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接続 


デジタル機器と接続する 

付属の光デジタルケーブルを使って、 DVD プレーヤー、 LD プレーヤー、または地上- 
巨 S • 110度 CS デジタルチューナーなどの光デジタル音声出力端子と本体背面の 
DIGITAL IN 1/2端子を接続します。 


本体背面 



♦ 光デジタルケーブルは非常に精密です。プラグを抜さ差しするとさは T 寧にお取り扱 
い < ださい。 

♦ 本機には AC -3 RF 端子び装備されていませんので、 LD プレーヤーの AC -3 RF 信号を 
直接入力でさません。 

♦本機のデジタル入力は32 kHz 、44.1 kHz および48 kHzl ソ外のヴンプ U ング周波数 
には対応していません(対応していないヴンプ U ング周波数のデジタル音声び入力され 
ると、 INPUT インジケーターび点滅します)。接続している機器 ( DVD プレーヤーなど) 
のデジタル音声出力の設定を48 kHz に設定してください。 

♦ パソコンと光デジタルケーブルで接続したとさの動作は保証いたしません。 

♦ DTS 音声で収録されたディスクを再生するとさは下記についてごミ主意ください。 

一 DTS 音声で収録された DVD を DTS 音声で再生するには、 DTS に対応した DVD プ 
レーヤーび必要です簡しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください)。 
^□下5音声の1_0、または CD を早送り/早戻しすると、ノイズび発生することびあり 
ます。これは故障ではありません。 

- DVD プレーヤーの DTS デジタル出力設定びオフなどに設定されているとさは、デ 
ィスクメニューで DTS 音声を選んでいてち音び出ないことびあります。 
^本機と DVD プレーヤーなどをオーディオ • ビデオケーブルでのみ接続してるとさ 
は音び出ないことびあります。このとさは、光デジタルケーブルで接続してくださ 
い。 
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アナ□グ機器と接続する 


才ーディオ•ビデオコード(別売り)を使って、テレビ、またはビデオデッキなどの音声出 
力端テと本体の LINE IN L / R 端子を接続してください。 

また、ヘッドホン端子などのステレオミニジャックと LINE IN L / R 端子を接続するとき 
は別売りの変換コード(ステレオミニプラグ^ーピンプラグ X 2)などをお使いください。 
このとさ、再生機器側の音量びルさいとノイズび発生することびあります。 


本体背面 



本体背面 



ATT スイッチは、必ず音量をルさくしてから切り換えてください 。 LINE IN L / R 端子に 
接続した機器からの音声び歪む（同時にノイズび発生することちあります）とさは、 
ATT スイッチを [-8 d 目]に切り換えてください。 
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ヴテライトスピーカーと接続する 


ホが背 ® サテライト サテライト 



コネクターの□ックのび「カチッ」と鳴るまで確実に差し込みます。 


AC アダプターと 接続する 


本体背面 





♦必ず付属の AC アダプター(極性統一形プラグ- J 曰 TA 規格)をお使いください。プラグ 
の極性など異なる製品を使ラと故障の原因となります。 



♦電圧やプラグ極性び同じ AC アダプターでち、電流容量やその他の要因で故障の原因と 
なります。必ず付属の AC アダプターをお使いください。 
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へッドホンと接続する 


PH 日 NES 端テにお手持ちのへッドホンを接続することにより、ドルビーヘッドホ 
ンのサラウンド効果を楽しめます。 


本体前面 


へツ ドホン 




(03 .己ステレオミニプラグ） 



ヘッドホンを PH 日 NES 端子から抜くときは、コードを引っ張らずに、必ずプラグ 
を持って抜いてください。 
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操作 


Q 再生したい機器の電源をオンにする 



口 本体の電源をオンにする 

本体または U モコンの POWER ボタンを押します。本体正面の各インジ 
ケーターび点なします。 
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Q 入力を切り換える 

本体または U モコンの INPUT ボタンを押して、再生したい機器を選びます。 



点灯するインジケーター 

選ばれている機器 

DIGITAL 1 

DIGITAL IN OPTICAL 1 端テに接続している機器 

DIGITAL 2 

DIGITAL IN OPTICAL 2端テに接続している機器 

ANALOG 

LINE IN L / R 端テに接続している機器 


LINE IN L / R 端子に接続して二重音声 ( MAIN / SU 巨)を視聴するときは、接続している機 
器 ( DVD プレーヤーやテレビ)で聞さたい音声に切り換えてください。 


□ 0で選んだ機器を再生する 


Q サラウンド効果を選択する 

本体またはリモコンの DOLBY VIRTUAL SPEAKER / DH ( DVS / DH ) ボタン押し 
て選びます。押すたびにサラウンド効果(21、22ページ)び切り換わります。 




WIDE REFERENCE 

c= c= 

DOLBY VIRTUAL SPEAKER/DH 


0 - 


DIGITAL! DIGITAL2 ANALOG 


o 


Pioneer 

REMOTE CONTROL UNIT 
RCU-W1 

■ 

III •化" dsl 〔 1 

DVS/DH し1」 

INPUT ( 1 

MUTE 1 \ 

NIGHT () 


I VOLUME 1 

DOLBY VIRTUAL 
SPEAKER/DH 
( DVS / DH ) ボタン 
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□ 音量を ill 整する 



音量調整表示 

\ 1 / 

DOWN UP 

VOLUME 

音量を大さくしたとさ 

音量を大さくすると点滅します。 

音量び最大になると点灯に変わります。 

DOWN UP 

VOLUME 

C ▽い 3) 

音量をルさくしたとさ 

音量をルさくすると点滅します。 

音量び最ルになると点灯に変わります。 

\ 1 / \ 1 / 

DOWN UP 

VOLUME 

(fv 1 aJ 

消音したとさ 

U モコンの MUTE ボタンを押して消音すると 
点滅します。 


音量について 

スピーカーとへッドホンの音量はそれぞれ独立して記憶されます (AC アダプターを抜くと、 
お買い上げ時の設定に戻ります)。 
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DOLBY VIRTUAL SPEAKER ( DVS ) モード 


本体のまたはリモコンの DOLBY VIRTUAL SPEAKER / DH ( DVS / DH ) ボタンで 
REFERENCE / WIDE / オフを切り換えます。 


オフのイメージ 


を透 



REFERENCE モードのイメージ 

音質と正確なスピーカー定位に主眼を 
置いて、実際の 5.1 チャンネル音響シ 
ステムをシ三ュレートしています。 


WIDE モード(お買い上げ時の設定)①イメージ 

より広いイメージと包囲感のある音 
場効果を得られます。スピーカーび 
異なる場所にあるよラにバーチャル 
化します。 


も"^る A 身 

4ぶ幽&> 


を A 屋 

4ぶ幽 
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DOLBY HEADPHONE(DH) モード 

本機にはドルビーヘッドホン技術び搭載されています。 2 ch ステレオヘッドホンを接続 
するだけでマルチチャンネル立体音響を擬似的に楽しめます。ドルビーデジタル音声、 
DTS 音声、またはドルビープ□□ジック n デコード処理されたステレオ音声を臨場感あ 
ふれるサラウンド音響効果で楽しめます。また、部屋に設置されたスピーカーから音び 
出ているよラな効果を得ることびでさます。 


ナイトモード 


夜間などにルさい音量で映画や音楽を視聴していると、響さび少なくなったり、微小な 
音やセ U フび聞こえなかったりします。ナイトモードをオンにすると、小さい音量でち 
映画や音楽の微小な音やセ U フなどを聞さ漏らすことなくお楽しみいただけます。 


ドル ビープ □□ジック n 


ドルビープ□□ジック n はすべてのステレオ音声を已 .1 ch 音声に拡張して再生する技術 
です。高音質を維持しなびら才 U ジナルの音声にでさる限り忠実に 5.1 ch 音声の立体音 
響空間を表現でさます。 


DEC 日 DE インジケーター 

入力された音声の記録方式を自動で判別して点灯します。音声 （ ドルビーデジタル 
/ DTS/PCM など)は接続した機器側 (DVD プレーヤ ー/ 地上•巨 S • 110度 CS デジタルチ 
ューナーなど)で切り換えてください。 

□□ D :ドルビーデジタル音声び入力されているとさに点灯します。 

DTS : DTS 音声び入力されているとさに点灯します。 

AAC : MPEG -2 AAC 音声び入力されているときに点灯します。 


デュアルモノ 

デュアルモノとは、2つのモノラル音声(チヤンネル1/チヤンネル 2) び記録されているデ 
ジタ J レ音声 ( 1+1デュア>1レモノ音声)です。 

DIGITAL IN 日 PT に AL 1/2端テに接続した機器で下記のような番組を視聴中に出力す 
る音声 ( chl / ch 2 /Lchl ’ RchS ) を切り換えられます。リモコンの BILINGUAL ボタンで 
切り換えます。 


■ DVD レコーダーで録画した二力国語放送（ドルビーデジタル1+1デュアルモノ音声） 
の番組を視聴しているとさ 

■地上•巨 S • 110度 CS デジタルチューナーなどで二力国語放送 ( MPEG -2 AAC 1+1 
デュアルモノ音声)のま組を視聴しているとさ 

chi :チヤンネル1のみ出力する 
ch 2 :チヤンネル2のみ出力する 

Lchl • Rch 2 :左からチヤンネル1、もからチヤンネル2を出力する 
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リモコンの電池を交換ずる 


電池はリチウム電池に R 202 5) をお使い 
<ださい。 

□ 電池 ホルダーを 引き出ず 

電池ホルダーの左側にあるツメをちに 
押しなびら、溝に鉛筆などを入れて引 
さ出します。 

□ リチウム電池を入れる 

©と©を正しく入れてください。また、 
任)側び電池ホルダーの上面になるよラに 
入れてください。 

□ 電池 ホルダーを はめ込む 


巧巧:^ 


- /K 言己 

リチウム電池について 

♦幼児の手の届かない所に置いてくだ 
さい。 

♦万一、飲み込んだ場合は、ただちに 
医師に相談してください。 

♦分解、火に投入、充電、加熱、八ンダ 
付け、ショートはしないでください。 



リチウム電池を誤って使用すると、リチ 

ウム電池の破裂、液もれにより、乂災 • 

けびや周囲をミち損ずる原因となることび 

ありまず。 

次の点にご注意ください（リチウム電池 

のを意事項も必ずご覧 < ださい)。 

♦ 指定しソがの IJ チウム電池は使用しな 
いでください。また、新しい U チウ 
ム電池とちい U チウム電池を混ぜて 
使用しないでください。 

♦ U チウム電池を機器内に挿入する場 
合、極性表示(プラス (©) マイナス (0) 
の向さ)に注意し、表示どおりに入れ 
て < ださい。 

♦ 長時間 (1 力月似上)使用しないときは、 

U チウム電池を取り出しておいてく 
ださい。をし液びをれた場合は、電 
池ケースに付いた液をよく拭さ取っ 
てから新しい U チウム電池を入れて 
ください。また万一、をれた液び身 
体についたとさは、水でよく洗い流 
して < ださい。 

♦電池は加熱したり分解したり、乂や 
水の中に入れないでください。 

♦ 電池ホルダーを逆にはめ込むと破損 
の原因となりますので、ご注意くだ 
さい。 

♦ 不要となった U チウム電池を廃棄す 
る場合は、各地ち自治体の指示(条例） 
に従って処理してください。 


その他 
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故障かな？と思った 5 


故障かな？と思ったらし U 下の項目を確認してください。また、本機と接続している機器わあわ 
せて確認してください。それでも正常に動作しないときは、『保証とアフターサービス』 （27 
ページ)をお読みのラえ、販売店にお問い合わせください。 


症げ 

ちえ 6 れる原因と処置 

音が出ない 

• 正しく接続されているか確認して <ださい (1 4〜17ページ)。 

• サテライトスピーカーび正しく接続されているか確認してください。また、 
コネクターと端テの色び合っているか確認してください (1 曰ページ)。 

• 接続している機器の電源をオンにして、再生を始めてください。 

• 正しく入力び切り換えられているか確認してください屏生したい機器を 
接続している入力を選んで < ださい) （1 9ページ)。 

♦ 他機器を本体背面の LINE IN L/R 端テに接続しているとさは、他機器の 
音量を大さ<して<ださい。 

• スピーカーとへッドホンの音量はそれぞれ独立して記憶されます。それ 
ぞれの音量を大さくしてください (20 ページ)。 

参本機の電源びオンになっているか確認してください。 

♦ DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)び DTS に対応していないとさは、 DTS 
音声び再生でさません。 DTS 対応の DVD プレーヤーをお使いいただくか、 
ディスクメニューなどで DTS 私外の音声を選んでください。 

参 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)から DTS 音声び出力されているか確認 
してください。デジタル音声の出力設定については DVD プレーヤーの取 
扱説明書をご覽ください。 

• DTS 音声で収録された DVD を本体背面の LINE IN L/R 端テにのみ接続し 
た DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)で再生しているとさは音び出ません。 

INPUT インジ 
ケーターが 点滅 
している 

• 本機で対応していないヴンプ U ング周波数のデジタル音声び入力されてい 
ます。接続している DVD プレーヤーのデジタル音声の出力設定を48 kHz 
に設定するか、本体背面の LINE IN L/R 端テに接続して、を [ANALOG] 
に切り換えてください (1 已、19ページ)。 

DTS 音声で 記録 
されてい DVD 
を再生でさない 

参 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)び DTS に対応していないとさは再生で 
さません。 DTS 対応の DVD プレーヤーをお使いください。 

音が歪む 
(ノイズが出る） 

参本体背面の ATT スイッチを[一8 dB] に切り換えてください (1 已ページ)。 

• 本機を他機器のへッドホン端テに接続したとさは、他機器の音量を小さ 
くしてください。 

音が小さい 

参本体背面の ATT スイッチを [0 dB] に切り換えてください (1 已ページ)。 

• 本機を他機器のへッドホン端テに接続したときは、他機器の音量を大き 
くして < ださい。 

• スピーカーとヘッドホンの音量はそれぞれ独立して記憶されます。それ 
ぞれの音量を大さくしてください (20 ページ)。 
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巧巧 

ちえ6れる原因と処置 

サラウンド効果 
が得5れない 

参 DVS モードびオフに設定されていないか確認してください (21 ページ)。 

参 DH モードびオフに設定されていないか確認してください (22 ページ)。 

参再生中の音声びマルチチヤンネル音声か確認してください。モノラル音 
声のとさはサラウンド効果び得られません。 

ロロ D インジケー 
ターが点なしな 
い 

参 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)からドルビーデジタル音声び出力され 
ているか確認してください。デジタル音声の出力設定については DVD 
プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 

参再生中の音声びドルビーデジタルか確認してください。 

DOLBY PLO 

LOGIC n イン 
ジケーターが点 
打しない 

• ステレオ音声を再生中のみ点打します。 

参ステレオ音声を再生中に DVS モードまたは DH モードびオフに設定され 
ていないか確認して<ださい。 

DTS インジケー 
ターが点打しな 
い 

参 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)から DTS 音声び出力されているか確 
認してください。デジタル音声の出力設定については DVD プレーヤー 
の取扱説明書をご覧ください。 

♦ 再生中の音声び DTS か確認してください。 

参お使いの DVD プレーヤーび DTS に対応しているか確認してください。 

AAC インジケー 
夕一が点打しな 
い 

参地上•目 S • ] ]0度 CS デジタルチューナーから MPEG-2 AAC 音声び出 
力されているか確認してください。デジタル音声の出力設定については 
地上•目 S • ] ]0度 CS デジタルチューナーの取扱説明書をご覧くださ 
い。 

参再生中の音声び MPEG-2 AAC か確認してください。 


静電気など、外部か5の影響により本機が正常に動作しないことがあります。このよラなと 
きは、電源コードを一度抜いて再び差し込むことで正常に動作する場合があります。それで 
も正しく動作しない場合は、『保証とアフターサービス』 （27 ページ)をお読みのうえ、版 
売店にお問い合わせください。 


2已 











使用上のご注意 


取り扱いについて 

参本体、サテライトスピーカーを落とし 
たり、ぶつけたりなど強いショックを 
与えないでください。故障の原因とな 
0ます。 

♦各機器を分解したり、開けたりしない 
で < ださい。 


お手入れのしかた 

機器の外装の汚れは、柔らかい布でから拭 
さしてください。汚れびひどいとさは、薄 
い中性洗剤溶液で湿らせた巧で拭いてくだ 
さい。シンナー、ベンジン、アルコールな 
どは、表面の仕上げを傷めるので使わない 
で < ださい。 


電源と設置について 

♦長い間使わないとさは、 AC アダプター 
をコンセントから抜いてください。コ 
ンセントから抜くとさは、コードを引 
っ張らずに必ずプラグをつかんで抜い 
て < ださい。 

参次のよラな場所には置かないでくださ 
い。 

• 窓を閉め切った自動車の中や直射日光 
び当たる場所、および暖房器具の近く 
など温度び非常に高い所 
•ほこりのをい所 
• ぐらついた台の上や傾いた所 
• 振動のをい所 
•風呂場など、湿気のをい所 


異常や不具合び起きた！5 

♦万一、異常や不具合び起さたり、異物 
び中に入ったとさは、すぐに電源を切 
り、お買い上げ店、またはパイオニア 
サービスステーションの窓口にご相談 
<ださい。 

♦お買い上げ店、またはサービス窓口にお 
持ちなる際は、必ず本体とサテライトス 
ピーカーを一緒にお持ちください。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気にな 
るちのです。隣近所へのおちいやりを十 


分にいたしましょう。ステレオの音量は 
あなたのむびけ次第で大さくをルさくち 
なります。 

特に静かな夜間には小さな音でち通りや 
すいちのです。夜間の音楽鑑賞には気を 
配りましょラ。近所へ音び漏れないよラ 
に窓を閉めたり、ヘッドホンで聞くのを 
一つの方法です。お互いにむを配り、快 
い生活環境を守りましょう。 


齒 

[ 音 OX 于ケット ] 
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保証と アフターサービス 


保証書側添)について 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」な 
どの記入を確かめて販売店から受け取つ 
ていたださ、内容をよくお読みのラえ、 
大切に保管してください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


補修用性能部品の最低保有期間 


この製品の補修用性能部品の最低保有期 
間は製造打ち切り後6年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持す 
るため必要な部品です。 


修理に関するご質問、ご相談 


お買い上げの販売店へご依頼ください。 
また、ご転居されたりご贈答品などでお 
買いまめの販売店に修理のご依頼びでさ 
ない場合は、修理受付センターにご相談 
<ださい。 

所在地、電話番号は別添の「サービス窓口 
のご案内」をご覧ください。 


修理を依頼されるとき 


24〜2己ページに従って調べていたださ、 
なお異常のあるとさは、必ず電源プラグを 
抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡 
<ださい。 


連絡していただきたい内容 


♦ ご住所 
♦ お名前 
♦ お電話番号 

♦ 製品名：デジタルサラウンドスピーカー 
♦ 型番： PS-W1 
♦ お買い上げ曰 

♦ 故障の状況(でさるだけ詳し <) 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示くださ 
し、保証書に記載されている当社の保証 
規定に基づさ修理いたします。 

■ 保証期間が過ざているとさは： 

修理すれば使用でさる製品については、 
ご希望により有料で修理いたします。 

■ お願い： 

修理のために本機をお持ち込みいただく 
際は、部分的な故障と思われる場合でを 
システム全体での動作確認び必要となる 
ため、全機器をお持ち込み願います。 


愛情点検 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。 
こんな症状はありませんか？ 

-電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 

• 電源コードにさけめやひび割れがある。 

• 電気が入ったり切れたりする。 

•本体から異常な音、熱、臭いびする。 


な 


すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントから巧さ、故障や事故防止のため電気店 
またはパイオニアヴービスステーシヨンに点検馆料)をご依頼ください。 


その他 
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仕 様 


■本体(サブウーファー） 

□アンプ部 

実用最大出力 

入カインピーダンス 
出力端子 

□プ□セッヴー部 

再生巧能フォーマット 


サラウンド機能 


入力端子 

□スピーカー部 
型式 

スピーカーユニット 
インピーダンス 
□電源-その他 
電源 

消費電力 
待機時消費電力 
外形寸法 
質量 


7.5 W +7.已 W (ヴテライトスピーカー) 

1已 W (サブウーファー） 

40 kn 

専用スピーカー出力 ( L / R ) XI 

へッドホン出力 (03 .日ステレオミニジャック ） X 1 


ドルビーデジタル(サラウンド EX を含む） 

ドル ビープ □□ジック n 
DTS(DTS-ES を含む） 

MPEG-2 AAC 

PCM(Fs 二 32 kHz' 44.1 kHz' 48 kHz) 
DOLBY VIRTUAL SPEAKER モ ー K : 

WIDE、REFERENCE 

DOLBY PRO LOGIC n 

DOLBY HEADPHONE (へッドホン出力） 

デジタル：光角型 X 2 

アナ□グ：ステレオ RCA ピンジャック XI 

バスレフ型 

12 cm コーン型フルレンジ 
4 0 

DC12 V (付属の AC アダプターを使用） 

20 W 
0.75 W 

140 mm (幅) X 340 mm (高さ) x 2 目 7 mm (奥行) 
4.4 kg 


■サテライトスピーカー 

型式 

スピーカーユニット 
インピーダンス 
最大入力 
外形寸法 
質量 

スピーカーコード 


バスレフ型、防磁設計 (J 曰 TA) 

4 cm X10 cm コーン型フルレンジ 

8 n 

10 W 

60 mm (幅) X 178 mm (高さ) x 13 目 mm (奥行) 
0.7 kg 
3 m 


■付属品 

AC アダプター (電源 コー ド含む） 

光デジタルケーブル(角型2 m ) 
リモコン(リチウム電池 CR202 己) 
取扱説明書(本書） 

サービス窓口のご案内 


♦本機の仕様および外観は改良のため予告なく変更することびあります。 
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その化 
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その化 
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く各窓□へのお問い合わせの時のご注意 > 

市外局番「0070」で始まる y フリーフオン及び「0120」で始まる画フリーダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いまめの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 1 抹〇 0、 ±曜•日曜•祝日 9:30 〜 12:00、13:00 〜 17:00 (弊社休業日は除く） 

参家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 ■y0070-800-818]-22 ■—般電話 03— 已 49 目一 2 目 8 目 

■ファックス 03-3490 — 已 718 

■インターネットホームぺージ http://www.pioneer.co.jp/support/index.html 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

•お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 1 日: 00、 

±曜•日曜-祝日日: 30 〜] 2:00、13:00 〜 18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

^0] 20— 已 一 8] 028 国 一般電言舌 03— 己 49 巨 一 2023 

■ファックス 

函0]20 -已- 8]029 

■インターネットホームページ 

http://www.pioneer.co.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄 ヴー ビス ステーシヨ ン（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 1 狂 00 は曜•日曜-祝曰-弊社休業日は除く） 

■-般電話 

098-879-1910 

■ファックス 

098-879-13 已 2 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 1 狂 00、 

±曜•日曜-祝日 9:30 〜 12:00、 

13:00 〜 1 狂 00 (興社休業日は除く） 

■電話 

^0]20 — 已一 8]09 己 

■-般電話〇已 38-43-11 目] 

■ファックス 

^0]20 — 已一 8]09 巨 
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